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研究要旨 

 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症の主症候及び下垂体性ゴナドトロピン分泌低下症の

検査所見について主に改訂を加えて、診療ガイドライン作成の試案についてまとめた。 

 

Ａ．研究目的 

   下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症と

低下症における診療ガイドライン作成を行

うことを目的とする。 

 

Ｂ．研究方法 

これまでの診療ガイドラインについて

国内外の資料について検討する。研究代

表者の試案を元にして、グループ内で検

討する。グループとしての試案をまとめ、

研究会議で更に議論をして、改正する。 

 

（倫理面への配慮） 

個人を特定できるようなデータは使用しな

い。 

Ｃ．研究結果 

下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症：主

症候について、小児：性ホルモン分泌亢

進症候、思春期早発症。成人男性：女性

化乳房、精巣腫大、性腺機能異常。閉経

期前の成人女性：月経異常、不妊、乳汁

分泌、卵巣過剰刺激症候群と改訂。 

 下垂体性ゴナドトロピン分泌低下症：検

査所見について、⑤頭蓋内器質性疾患の合

併ないし既往歴、治療歴又は周産期異常の

既往がある場合がある。頭部MRIにて嗅球無

形成または低形成（Kallmann症候群）と改

訂。 

 

Ｄ．考察 

グループとしての試案を、班会議で更に議

論した結果、改訂をすることとした。 

 

Ｅ．結論 

  下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症と

低下症における診療ガイドライン作成の試

案についてまとめた。 

 

Ｆ．健康危険情報 

  略 
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